
 

 

 

 

 

 

 

病院内に病理医がいることをご存じでしょうか。明治以来わが国の医療はドイツ医学

を手本として発展してきましたが、その当時から大学医学部の病理学は基礎医学として

病院ではなく基礎校舎の中で研究が行われてきました。病理診断と言っても研究の一環

として行われていたのです。わが国ではここ数十年で大きく改革され、現在では病理診

断は診療科の業務の一つとして病理診断科で行われるようになり、病院内にあってその

重要性が認知されつつあります。 

病理診断科の仕事は主に病理組織診断、細胞診、術中迅速診断です。当院では外来、

病棟、手術室などで様々な検査が行われていますが、その中でも特に最終診断を下すと

いう意味では病理診断が最も重要なものの一つとされています。すなわち、臨床におい

て採取された細胞や内視鏡検査で採取された組織片、手術で摘出された臓器・組織は病理検査室に運ばれて病理

診断用のガラス標本が作製されます。(臨床)病理診断科では完成した(病理)標本を病理医が観察して診療に必要

な病理診断・細胞診を行っています。また、必要な場合には病理解剖も行っています。 

病院内では血液、生化学、細菌やウイルスの検査などの検体検査や心電図、脳波、超音波、呼吸機能などの生

理学的検査も行っていますので、そのような検査一般の運営・精度管理も含めて臨床病理診断科という名称にな

っています。的確な病理診断をするために当院では病理専門医や細胞診専門医の資格を持った医師を含めて、常

勤病理医３名(九島巳樹特任教授・診療科長、南雲 佑助教(医科)、河野葉子口腔病理専門医）、非常勤病理医５名

(飯原久仁子客員教授、岡田真也客員教授、秋田英貴兼任講師、広田由子兼任講師、池田宏美大学院生)が細胞検

査士(3 名)を含む 4 名の臨床検査技師(大野技師、関口技師、佐藤技師、木下技師)とともに働いています。 

７年前の江東豊洲病院開院直後と比較しますとより多くのスタッフが数倍の仕事をしていますので、３階の小

さな病理鏡検室は常に満員の状態で、今回の新型コロナウイルス感染対策として、ドアを開け放したまま顕微鏡

の観察を行い、密にならないように時間を区切って標本作製(手術で摘出された臓器・組織の切り出し)の間は他

の病理医が交代で顕微鏡観察を行うなどしています。これからの

検体の増加や研修医、専攻医、学生などの教育を考えるとスペー

スの確保が問題になっています。 

患者様やご家族とは主治医を介して病気の診断や治療方針の決

定、治療効果の判定、予後の推定などに関する情報をできるだけ

早く正確に提供することにより深く関わっています。病診断科の

医師(病理医)は患者様の状態を考えながら迅速に正しい医療が行

われるように担当の医師(主治医)など臨床の現場に有用な意見を

述べるとともに診療や看護の結果を検証することで常に当院の医

療の質の向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和大学江東豊洲病院 
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・編集後記 

２０２１年 2 月号                                 第８2 号 

昭和大学江東豊洲病院だより 

巻頭言 臨床病理診断科・九
く

島
しま

 巳樹
み き

 

 

臨床病理検査室スタッフ 



江東区立豊洲図書館 推薦図書コーナーの設置について 

当院の診療体制について 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 江東区立豊洲図書館と連携し、当院医師からの推薦図書を配架する 

特設コーナーを館内に設置していただいています。 

 現在、周産期センター、こどもセンター医師の推薦図書を 

紹介していただいています。 

 

推薦図書・推薦コメント（一部をご紹介します） 
・『最新！妊娠・出産新百科』 

妊娠初期から出産までの妊娠・出産に関連して知っておくと良い 

情報などが妊娠月数ごとに細かく書かれています。 

初めての妊娠だとわからないことも多いのでオススメの１冊です。 

（周産期センター/産婦人科・山下有加） 

 

・『赤ちゃんにもママにも優しい安眠ガイド』 
 夜泣き、寝ぐずりでお困りのママ必読です。生活のリズムや寝かしつけのやり方をかえることで、 

夜に起きる回数が減りママの笑顔につながると思います。（周産期センター/産婦人科・小松玲奈） 

 

・『笑顔で子育て あんしん赤ちゃんナビ』 
 初心者ママの本音に応えてくれます。（こどもセンター/小児内科・阿部祥英） 

 

・『からだ♡あいうえお』 
  病気や体、病院にかかわる 50 音がテンポ良く展開します。 

（こどもセンター/小児外科・吉澤穣治） 

 

<江東区立豊洲図書館> 

江東区豊洲 2-2-18 

豊洲シビックセンター9 階・10 階・11 階 

03-3536-5931 

 

（１）当院の現在の状況 

  ＜入院について＞ 

入院される全ての患者さんに、入院前の体温測定、症状の確認、PCR 検査等 

で、陰性を確認したのち入院していただいています。 

  ＜外来について＞ 

   通常と変わらず、紹介患者の受入れをしています。 

  ＜救急外来について＞ 

   一般の救急患者については、通常と変わらず受入れをしています。 

 

（２）新型コロナ感染症（疑い）患者の受入れについて 

 保健所・相談センター・医療機関からの紹介のみ受入れをしています。 

月曜日～金曜日に「COVID19 疑い外来」を実施しています。 

＜受診手続き＞ 

 医療連携室にお電話いただき、「COVID19 疑い外来」のご予約をお取りします。  

電話：０３－６２０４－６１３０ 

 

江東区 豊洲シビックセンター 



 
 

 

 

ご意見・ご要望 回答・改善策等 

入院している家族に面会できない状況なのに、電 
話しても病状を教えてもらえないのは非情な対応 
だと思います。 

入院中のご家族様に会うことがかなわず、心配なお気持ち

お察しいたします。私たち医療スタッフもコロナ禍で、面

会ができないご家族様に対して何もできないことに憂慮

しており、毎日心苦しい思いでいっぱいです。入院中の患

者様のケアに集中し早い回復の一助となることでお返し

させていただければと思います。      

  回答部署：看護部 

退院予定時間を聞き、それに合わせて迎えに来て

いるのにだいたい 1 時間待たされる。 

この度は貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

看護師は退院時に患者様へ次回外来予約、退院処方薬の説明

や退院後の注意点など退院指導を実施しているため、お待た

せして大変申し訳ございませんでした。今後はご家族の方を

お待たせすることがないよう、いただいたご意見を部署で共

有し、対応してまいります。 

                  回答部署：看護部 

感謝 回答 

息子が検査入院をした際、先生や看護師の方々の対応が

素晴らしく、この病院を紹介先にしてもらいました。私

は人より強い不安感が出やすいのですが、皆様が術後の

様子を細かく聞いてくださったり、痛みで夜間辛かった

際もすぐ対応していただけたので心強く、不安の症状は

全く出ませんでした。また、予想外の小児病棟での入院

でしたが、子ども達の声を聞き、小さいながら頑張って

いるんだなと励みになりました。本当にありがとうござ

いました。 

この度は温かいお言葉をいただきありがとうございました。 

温かいお言葉でこどもセンタースタッフも元気をいただきま

した。こどもセンターへのご入院によりご迷惑をおかけした

と思いますが、ご不安なく術後の経過を過ごしていただけた

とのお言葉に安心いたしました。今後も患者様が安心してご

入院できる環境を提供できるように努力してまいります。 

本当にありがとうございました。                 

回答部署：看護部 

「ご意見・ご要望について」 
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昭和大学江東豊洲病院  http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/ 

〒135-8577 東京都江東区豊洲 5－1－38 

TEL03－6204－6000(代表) 

発行責任者：笠間 毅   編集責任者：大槻 克文 昭和大学江東豊洲病院
Facebook ページ

当院へのご支援のお礼 

「ご意見・ご要望について」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  麻酔科・大塚
おおつか

 直樹
な お き

 

昨年の今頃、新型コロナウイルス感染症は海の向こうの出来事でした。1 年後、東京オリンピック／パラリンピッ

クが終了し軽い脱力感に包まれているはずでした。しかし、日常は大きく変わり、誰しも想像していなかった事態

が目の前に拡がっています。未曾有の事態に玉石混交情報が溢れて混乱し、五里霧中な状況に陥っています。そん

な状況下で我々にできることは、一喜一憂せず煽られず冷静さを保ち、目の前のできることを淡々とこなし、そし

てほんの少し周りの人たちのことを考えることではないでしょうか。まだまだ戦いは続きます。視野を広く持ち冷

静さを保ちつつ、そしてほんの少しの情熱を持って立ち向かっていきましょう。 
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ご意見・ご要望の推移

令和2年度

令和元年度

新型コロナウィルス感染症の治療にあたる医療従事者に対して、多くの皆様から労いのお言葉や

心温まるご支援を頂戴しています。お気遣いに心から感謝申し上げます。  

 現在、昭和大学江東豊洲病院では、医師、看護師の他、多くのスタッフが治療や院内感染防止に

一丸となって取り組んでいます。今後も私たちは皆様からのご支援を力に変え、引き続き安全・安

心な医療の提供に努めてまいります。 

 皆様からのご支援に対し、重ねて御礼申し上げます。 

 

なお、ご支援の詳細は当院ホームページでも掲載しております 

( http://www.showa-u.ac.jp/SHKT/index.html )  


